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情報社会と情報技術との結び付きに重点を 

置いた思考力を育むための指導の工夫 

――「情報技術活用シート」を用いた学習活動を通して―― 

 

特別研修員 森口 秀徳   

  

Ⅰ 研究テーマ設定の理由 

  

高等学校学習指導要領解説情報編や県立学校指導の重点における情報科の目標では、情報に関する

科学的な見方・考え方を働かせ、「様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，問題の発見・解決に

向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用する力を養う。」とある。また、大学入試改革等の社会

の変化を見ると、情報科における思考力・判断力・表現力等の必要性が顕著に示されている。 

研究協力校の実態は、真面目な生徒が多く、知識や技能を習得することには抵抗はないが、授業で

習得した既習事項を活用して、問題解決に向けて考えることに苦手意識をもつ生徒が多い。特に、情報

や情報技術がどのように実社会で活用されているかを理解し、その結び付きを考えることに至らない生

徒が多い。 

このような現状を踏まえて、授業では、情報と情報技術の効果的な活用と望ましい情報社会につい

て考察する学習場面を設定する。これらの学習活動を通して、自ら進んで情報や情報技術を取り入れ、

情報社会の様々な事象を情報や情報技術と結び付けることで思考力が育まれると考え、本主題とした。 

 

Ⅱ 研究内容 

 

１ 研究構想図 
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２ 授業改善に向けた手立て 

情報社会において、情報と情報技術がどのように活用されているかを考え、その結び付きを科学的

な見方・考え方を働かせて捉えることができる生徒を育てるために、以下の手立てを講じる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報に関する科学的な見方・考え方については、「事象を，情報とその結び付きとして捉え，情

報技術の適切かつ効果的な活用（プログラミングやモデル化・シミュレーションを行ったり情報デ

ザインを適用したりすること等）により，新たな情報に再構成すること」と整理されている。 

手立て１では、「情報に関する科学的な見方・考え方」を生徒に意識させながら、身近な活用事

例に関する設問から、情報社会と情報技術との結び付きを考察させ、情報社会をよりよくするため

に効果的に情報や情報技術を活用しようと考察できる設問を設定する。 

手立て２では、情報社会の様々な事象と情報技術との結び付きについて、調べた結果を基に個人

の考えを整理・考察し、グループ内で共有する。協働学習で得た、新たな視点や考え方を踏まえ

て、自身の考察に対して科学的な見方・考え方を働かせながら設問を再考察させる。 

手立て３では、授業のまとめや気付きを個人専用のポータルサイトに記載するだけでなく、Ｊ

Ｓ、授業スライド、成果物などのリンクを設定する。ポータルサイトは必要に応じて生徒が参照

し、前時の振り返りや実習、課題作成時に活用できるようにする。 

  

Ⅲ 研究のまとめ 

  

１ 成果 

〇 手立て１によって、設問に沿って進むことで、情報や情報技術がどのように情報社会に結び付

いているかを考察する生徒が増え、情報技術の効果的な活用まで考える生徒もいた。 

〇 手立て２では、グループ内のメンバーの意見や考察を取り入れ、新たな視点を得ることで、科

学的な見方・考え方を働かせた考察となった。 

〇 授業前のアンケートでは、生徒の多くが実社会でのビッグデータの活用について知らなかっ

た。しかし、授業後のアンケートでは、95％の生徒が実社会でのビッグデータの利用について

「考えるようになった」または「少し考えるようになった」と回答し、実践授業を通じて、情

報社会が情報技術とのつながりを意識する生徒が大幅に増加した。 

 

２ 課題 

〇 手立て２の協働学習では、グループ単位だけでなくクラス全体で共有する時間が確保できなか

った。協働学習の時間をしっかりと確保するとともに、個人専用のポータルサイトをクラスで

共有することで、この課題を改善できると考える。 

〇 ポータルサイトの活用では、ＪＳの蓄積は行われていたが、実習や課題作成時に活用できた場

面は少なかった。ＪＳをより効果的に振り返りで使えるよう授業展開の工夫が必要であった。 

〇 思考力を育むための汎用性のある教材として活用できるよう、他教科との連携を図りながら、

設問内容を検討していく必要がある。 

手立て１ 情報技術活用シート（以下、ＪＳ）の作成 

複数の設問を設定し、情報や情報技術が情報社会でどのような場面で活用されているかを個人で

調べ、それを踏まえて科学的な見方・考え方を働かせながら各設問に対して考察する。 

手立て２ ＪＳを用いた協働学習 

個人でまとめたＪＳをグループ内で共有し、新たな視点や考え方を取り入れることで、情報社会

の様々な事象を多面的に理解し、情報や情報技術を効果的に活用しようと考察する。 

手立て３ ＪＳを用いた振り返りとポータルサイトの活用 

ポータルサイトを活用して、単元ごとにＪＳをまとめ蓄積し、授業の振り返りや実習、課題作成

時にポータルサイトを有効活用する。 
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  実践例   

１ 単元名  「データの活用」（第１学年・２学期） 

  

２ 本単元について 

本単元では、データを蓄積、管理、提供する方法、情報通信ネットワークを介して情報システムが

サービスを提供する仕組みと特徴について理解するとともに、データを表現、蓄積するための表し方

と、データを収集、整理、分析する方法について理解し技能を身に付ける。さらに、情報システムが

提供するサービスの効果的な活用について考えたり、データの収集、整理、分析及び結果の表現の方

法を適切に選択し、実行し、評価し改善したりする能力を身に付ける。 

以上のような考えから、本単元では以下のような指導計画を構想し実践した。 

目標
 

 

(1) データを表現、蓄積するための表し方とデータを収集、整理、分析する方法について

理解し技能を身に付ける。(知識及び技能) 

(2) 情報システムが提供するサービスの効果的な活用について考えるとともに、データの

収集、整理、分析及び結果の表現の方法を適切に選択し、実行し、評価し改善できる。

(思考力、判断力、表現力等) 

(3) 情報技術を適切かつ効果的に活用しようとする態度、データを多面的に精査しようと

する態度、情報セキュリティなどに配慮して情報社会に主体的に参画しようとする態度

が見られる。(学びに向かう力、人間性等) 

 

評 

価 

規 

準 

 

(1) データを蓄積、管理、提供する方法、情報通信ネットワークを介して情報システムが

サービスを提供する仕組みと特徴について理解しデータを分析するための基本的な技能

を身に付ける。(知識・技能) 

(2) 必要なデータの収集、整理、分析及び結果の表現の方法を適切に選択し、実行し、評

価することができる。また、分析の目的に応じた方法を選択、処理し、その結果を多面

的な可視化を行うことにより、データに含まれる傾向を見いだすことができる。(思考・

判断・表現) 

(3) 問題の発見・解決にデータを活用するために、適切なデータの選択や、分析の仕方、

解釈の仕方について、粘り強く取り組み、試行錯誤を通じて改善しようとしている。(主

体的に学習に取り組む態度) 

時間 主な学習活動 

第１時 ・データの種類や尺度水準、データの活用の手順や方法、ビックデータ、データマイ

ニングについての定義や基礎的な概念を学ぶ。 

第２時 

（本時） 

・ビックデータに関して、様々な観点で調べ、これからの活用方法を考察する。 

第３時 ・散布図と相関係数、箱ひげ図と四分位数といったデータの分析方法の基礎を学ぶ。 

第４時 ・与えられたテーマに関して、表計算ソフトを用いて、関連するデータを表やグラフ

を作成し、相関係数や四分位数を用いて分析し意見交換をする。 

 

３ 本時及び具体化した手立てについて 

本時は全４時間計画の第２時に当たる。前時では、データの活用に必要な基本的な概念や用語を学

ぶことに重点を置き、詳細な内容については、データの種類や尺度水準を中心に学習した。そのた

め、本時の内容であるビッグデータが社会でどのように活用され、今後どのように社会と関わってい

くかという部分についての考察は十分にできていなかった。そこで、以下の手立てを考えた。 

 

 

 



- 4 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

４ 授業の実際 

導入として、身近なSNSのデータ

がビッグデータとして企業で利用

されていることを説明した。次

に、ＪＳの設問１について取り組

ませた。生徒は、１人１台端末で

インターネットを活用して、身近

な事例を調べていた。ＪＳにまと

める際は、調べたサイトの文章や

図や表を貼り付けたり、箇条書きで簡潔にまとめたりしている様子があった(図１)。 

 設問２については、２～３人のグループを作成し、これからの社会において、ビッグデータがど

のような場面でどのように活用されるかを話し合い、グループテーマを決定した。それを実現させ

るためには、どのようなデータが求められるか、どのように収集するのか、問題点はあるのかなど

を個人で考察させた。その際に、考察の根拠として、現在のビッグデータの活用例や収集可能なデ

ータ等を調べるように促した。テーマ設定が難しく、時間が掛かっているグループもあったが、農

作物、観光、身近な生活、医療機関、AI技術の発展、フードロスを防ぐ、天気予報等の様々なテー

マが生徒から出てきた。それぞれのグループテーマに対して各自が下の図２のように調べ、根拠を

もって考察していた。 

個別作業後、各自で調べて考察した内容について、一人３分でグループ内にて発表させた。画面を

見せながら説明する生徒もいれば、要点を絞って説明する生徒もいた(５ページ図３)。聞いている

生徒は、メンバーの発表の中で気になった言葉や新しい考え方など、必要最低限の情報をＪＳに記

載していた。さらに発表の３分の中で、気になる表現や詳しく説明してほしいところは生徒が自発 

 

図１ 箇条書きで簡潔にまとめたＪＳ（設問１） 

  

図２ 各グループのそれぞれのテーマに沿って、根拠をもって記載しているＪＳ（設問２） 

手立て１ 以下の設問に取り組み、情報技術活用シート（以下、ＪＳ）を作成する。 

設問１：「ビッグデータ」について調べ、生活やビジネスにどのような影響を与えているかを

考えてみよう。 

 設問２：ビッグデータのこれからの活用方法についてグループで話し合い、実現するためにど

のようなデータが必要か、どのように収集できるか、活用する際に何を注意すべきか

等を考察してみよう。 

設問３：友達の考察を聞いてテーマについて再考察！テーマを実現するためには、どんなデー

タが必要で、どのように活用すればよいでしょうか。 

手立て２ 上記の設問２に対して、グループでテーマを決め、それについて個別で調べ考察した

後、その内容をグループで共有し合い、設問３を個別で取り組む。 

手立て３ ポータルサイト内に、本時で作成したＪＳのリンクを貼り、気付きやまとめを自由に

記述する。 
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的に質問をして、それに答えるグループもあり、

情報社会と情報技術の結び付きを科学的な見方や

考え方を働かせて捉えている様子が見られた。 

 最後に３分程度で他のメンバーの考察を聞いた

上で、再度テーマについて考察させた（図４）。

多くの生徒がメンバーから新たな視点や気付きを

得て、考察を深めることができた。また、グルー

プ内で同様の意見が出ていた場合でも、自身の考

察に対して自信をもつことができたという意見も

あった。 

 

５ 考察 

今回の授業実践では、「情報技術活用シート」（以下、ＪＳ）を用いて、個別学習や協働学習を

行なった。個別学習では、インターネット等を用いて調べて自分の考えをまとめ、協働学習では、

共通テーマを決め、テーマについて個人の考察をメンバーと情報共有することで、情報社会と情報

技術との結び付きについて、より多面的に科学的な見方・考え方を働かせて考察できたと考えられ

る。授業前のアンケートでは、「ビッグデータの活用について考えたことはありますか」という問

いに対して、「ビッグデータという言葉すら知らない」が 71％、「言葉は聞いたことはあるが、活

用されている場面は知らない」が 29％あった。しかし、授業後のアンケートでは、「授業や学習活

動を始める前と比べて、「ビッグデータの活用が個人、ビジネス、社会に与える影響について考え

るようになりましたか」という問いに対して、「考えるようになりました」が 50％、「少し考える

ようになりました」が 45％という結果になり、生徒が情報社会と情報技術との結び付きについて考

えようとする思考の変容が分かる。また、自由記述の欄にも、「他の班の考察について聞いてみた

い」「これからもビッグデータの活用方法について考えていきたい」という記述があり、生徒の学

習意欲が向上していると考える。 

一方で、いくつかの課題も明らかになった。今回の協働学習では、グループ内での考察の共有に

とどまったが、クラス全体で共有していれば、情報社会と情報技術との関連を多角的な視点から、

科学的な見方・考え方を用いて深く理解する機会が生まれたと考える。この点を改善するため、手

立て３で示したポータルサイトをクラス全体で情報共有の場として活用すべきであった。また、授

業後の研究会では、他教科の教諭から、「ビッグデータは国語の授業でも扱う」「総合的な探究の

時間でも活用できそう」という意見を頂いた。このことから、ＪＳの作成にあたっては、他教科と

の連携を図りながら設問を検討することで、教科横断的な学習への展開が期待できる。このような

アプローチにより、生徒は教科間の関連性や学習内容の連続性を実感し、学びが深まると考えられ

る。本時で作成したＪＳは、ポータルサイトに蓄積されるため、本時以外での学習活動においても

振り返りが可能にある。これらの振り返りを通じて、知識の定着だけでなく、情報社会における問

題の発見や解決へ向け、情報と情報技術を適切かつ効果的に活用する力が育まれると考える。 

 

 

図４ テーマについて再考察をしたＪＳ（左がメンバーの考察を聞く前、右が後） 

図３ グループ内で説明する生徒の様子 
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６ 資料 

資料１ 授業実践で用いた「情報技術活用シート」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２ Webページ作成ソフト（ポータルサイト）を用いたＪSの蓄積 

 

 

 


